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問題意識

章構成


調査方法

本やネットを使った調査が中心。

様々な統計データを利用して、それぞれの施策の効果を調査していく。

「貯蓄から投資へ」の政策スローガンが叫ばれるようになってから約１０年が経ち、これまで様々な施策が打たれてきた。そして、その政策の効果もあり、一部の指標では投資が増加しているというデータも出ている。しかし、欧米諸国と比べると日本の家計金融資産は未だに預金に偏っており、社会保障の不安からも投資を増やす余地は多いように考えられる。そこで、これまで採られて来た施策を振り返り、どのような施策が効果的だったかを見極め、さらに、海外の事例を参考にするなどして今後さらなら投資の増加を目指すうえでどのような政策を採るべきかを探っていく。





1章　「貯蓄から投資へ」が言われ始めた2000年頃の時代背景と現在の時代背景から、なぜ投資を増やす必要があるのかを考える。そして、その必要性の観点から、どのようになれば成功したといえるかどうかを定義する。








2章　1章で考えた定義から見た現在の「貯蓄から投資へ」の進度を評価する。投資に関する様々な指標から現在どのような状態にあるかを考える。





3章　これまで採られてきた施策を商品に対する規制や税制、法律などの分野に分けて見て、それぞれがどの程度効果があったかを評価する。景気要因やそれぞれの施策が相互に作用することもあるが、できるだけ独立した施策として評価していく。その評価の中で、これまでどのような施策が効果的だったかを検討していく。





4章　3章で見たこれまでの施策の評価や海外の事例を基に、投資を増加させていくために今後どのような施策を採っていくべきかを考察する。








